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報』「本会の 目的及沿革」,大 正14年 。原文のカタ
カナを現代仮名遣いのひらがなに,漢 字の旧字体
を新字体 に改めた。以下も同 じ)こ とにあった。
つ まり,来 日す る中国人留学生に対す る種々の便
宜 を提供することを主 とし,併 せて教育関係視察
者にもサービス しようとするものであった。また,
この団体の財政的基盤 となったの は,明 治44
(1911)年 に中国で辛亥革命が起こった際,帰 国
しようにもお金が な くて帰れない留学生の旅費
や,祖 国か らの送金が途絶えて勉学 を継続で きな
い者への学費を援助すべ く,財 界有志が 「支那留
学生同情会」(以 下,「 同情会」 と略記)を 結成 し
て集めた多額の寄付金だった。三井物産の山本条
太郎,日 清汽船の白岩龍平らが主唱 し 「都下に於
ける支那関係の会社,銀 行等に謀 り,留 学生救済
資金を募集 し,支 那公使館を経て,之 を留学生に
貸与 し」(『日華学会二十年史』 一以下,『 二十年
史』 と略記一 「支那留学生同情会概要」,昭 和14
年。原文のひらが なを現代仮名遣いに,漢 字の旧
字体 を新字体 に改めた。以下 も同 じ),そ の際余
ったお金にその後中華民国教育部から返済 された
分を加えて3万7500円 余 となり,さ らに有志の寄
付1万 円を足 したものが基金となった。
日華学会設立を提唱 したのは,同 情会の運営に
関わった山本,白 岩 ら諸人であるが,彼 らは中華
民国になってからもその残務処理 を継続 しつつ
(必要な援助 をその後 も留学生個人あるいは受け





のではなく,一 般 日本人の彼 らに対する態度や接
し方 も誠実でないところがあって 「かかる実情 な
るにより,従 来留学生を始め,多 くの視察渡来者
の不便少なからず,延 いて不満を感 じるに至るは
人情 の自然である。」 さらに,欧 米諸国 に留学す
る者 を見ていて,彼 らは大体において親欧,親 米
家 とな り,帰 国後 も長 く好意を抱 いているの に,









の不備を克服 して留学生 に親 日感情 を持ってもら
うよう,同 情会の善意の延長上でお世話役の機関
を作 ろうというのである。 しか し,こ こには具体
1
的には語 られていないけれ どもその結成前後 に日
中間に重大な外交懸案が持 ち上がってお り,そ れ
に敏感に反応 した留学生 による対 日批判が起 こっ
て,日 本政府 はこの対処 に苦慮する事態となって
いた。それは大正4(1915)年 に政府が衰世凱政
府に突きつけた 「二十一力条要求」やその後衰世
凱の後釜の段棋瑞政府 に認 めさせた大正7年 の
「日華共同防敵軍事協定」に対 して,祖 国の存亡
に関わるものだとして留学生は激 しく反発 し,特




の動 きを知 りつつ,留 学生全般に広がる 「不平不
満」を受け入れの不備 を克服することで どうにか
せねばと考 え,も た もたする議会の対応を尻 目に
して活動 を開始 したのではなかったか。同情会当
時の財界主導か らスタッフの枠 を広げて,「 支那
関係の有力者及名望家を理事又は顧問とし,帝 国
大学各官私立高等専門学校の職員ダ及文,外2省
の当局者其他の人士 を以て評議員 とし」(山 井格
















円93銭 に上っている。 また,財 界 を主 とす る寄
付金はその後 も募ってお り,当 初の同情会の基金
を含めて昭和12年 末 までに合計29万2358円60銭
に達 した。これらの事実は,先 にも書いたが,日
華学会が単なる善意の民間団体 ではな く,政 府,
財界の強い支援を得て動いている団体であること
を示す に十分である。創立当初からの文部省や外
務省 との関係,と りわけ外務省文化事業部 との関
係はいかなるものであったか(国 庫補助を出 した
ら口も出す,と い うのが当然の成 り行 きであろう)
は今後明らかにすべ き興味ある課題である。とこ
ろで,満 州事変 を経て 日中戦争 を始めた翌昭和13
(1938)年12月 に興亜院が設置 されると,日 華学
会は興亜院の管轄下に入 り,17(1942)年 の大東
亜省設置後は,同 省支那事務局に移管 された。そ
して,敗 戦間際の20(1945)年1月 には 「政府の
要請に応 じて本会を解散 し,日 華協会に合流せん




明らかに している(『 日華学報』第97号 「日華協
会の設立 と本会の合流」)が,お そ らくこれは実
現に至 らぬ ままに敗戦 となり活動を停止するしか
なかったのであろう。敗戦解散に至るこうした数






し,教 育視察者への便宜 を与 えている様子 は,彼
らが当初4年 間に5回 発行 した 『日華学会報告』,
ついで1年1回 発行の 『日華学会年報』で知 るこ
とができ(『 日華学会報告』は第1回 から5回 まで
発行 された,大 正7～10年 。『日華学会年報』は
通 し番号で第6回 から始 まり,27回 まで出たこと
は確認 されている,大 正11～ 昭和18年),さ らに
は,遅 れて昭和2年 から機関誌 として発行 された
『日華学報』によって も知ることがで きる。彼 ら
の日常活動の軸になるのは当然 にも留学生への対
応であ り,創 立の年から民家 を借 りて寄宿舎 とし
て留学生を泊め,時 を経 るうちに土地を購入 して
自前の宿舎を建てて男女留学生用それぞれ2～3
棟を運営 した。 また創立数年後s大 正14年 か ら
は留学生予備教育機関として 「東亜高等予備学校」
(昭和10年 に 「東亜学校」 と改称)を 経営 した。
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その他の活動を含め,上 記資料を見る限 り日華学
会は彼 らの掲げた活動をかな りきまじめに遂行 し
たといえそうである。 しかしそれで十分であった
か,問 題はなかったか といえば,そ うとはいえな
い。例 えば,関 東大震災が起 こったとき,日 華学
会は留学生の身の安全を図るために尽力 し,死 者
を手厚 く葬 り,負 傷者を救済 し,混 乱の中祖国に
帰る者 を無事に見送 るなどの世話をしたと誇らし
げに 『年報』や1二 十年史』 などに記 してお り,
そのような活動を確かにしたのであろうが,同 時
期朝鮮人と同様中国人労働者が多数 日本人住民に
虐殺 されていて,そ うした事態 を気遣ってその現
場に行 き警察に捕 まり挙げ句 に陸軍の兵士 に殺 さ
れた王希天のような留学生には,一 言の言及もな
い。 日本政府に逆 らう行動をとった者は世話する
に値 しない留学生 として切 り捨てたのか,そ れ と
も陸軍の行為ゆえ口をつ ぐんだのか。又,日 中戦
争が深 まるにつれて,例 えば留学生を紀元二千六
百年の式典 に参列 させ たりするのは,ど う考 えて
も日本の立場の押 しつけであ りお世話の範疇 には
属 さないが,当 事者 にするとこれ もお世話 と心得






の発行が実現 したのは,昭 和2(1927)年 の こと
である。 この年6月 に日華学報部 を作 り,8月 に
は第1号 が発行 されているか らそれまでに一定の
下準備はできていたことになる。発行の間隔は,
最初 は季刊 とす るが,「 現下の急需 に応 じ,徐 々




発行年月 日が記 されていないが,『20年 史』から
昭和5年4月 の発行であることがわかる)か らは
ほぼ月刊 となって34号(昭 和7年4月)ま で続 く
が,そ の後はずっ と2ケ 月か3ケ 月の間隔で発行
されて月刊 に復することはなかった。どんな理由
かは判然 としないが,月 刊では出 し続けられない
理由が絶えず存在 したということだろう。そ して,
最後の2号 についてみると,96号 は前号か ら1年
経 った昭和19年6月 に出 され,97号 は敗戦後の
20年10月25日 の 日付で出されている。その頃は
もう月刊 はおろか従来の間隔で出せ る条件すらな
かったのであろうが,20年 近 く培 って きた使命感
と誌面構成の慣れ に従って記事 を埋 めた と思わ




次 に,『 日華学報』に載った記事 内容 について
である。これに該当する説明は第1号 の 「編輯余
録」 にあ り,そ の後 も6号 までは同様の説明を載
せているが,『 二十年史』「日華学報記事範囲」の
方がやや詳 しい記述をしているので,そ ちらを引




、駐 日中華民国公使館及学生監督処 より,発 せ
らるる留 学生 関係規程,其 他の事項 を発表
す。
、留学生を収容せる各種学校 と連絡 し,入 学手




、支那留学生 を収容せる各学校に,入 学,卒 業,














す は,勉 めて留学生の好伴侶 たら しめん と
す。。





むもよし,同 じ範囲に属す る記事を何号分か通 し




さて,記 事の範囲を示 しつつその前提 として編
集者が語っているのは,「 政事問題 には一切触 れ
ざる」(第1号 の 「編輯余録」では,「 政治外交に
亘らざる」)と いう点である。 この点に注 目して
目次に当た り,か ついくつかの記事 を読んでみる
と,満 州事変勃発前後で(第37号 を境 に して)
誌面の構成に徐 々に変化 を生 じていることに気づ
く。それ以前においてはおおよそ政事 に触れない
ことを念頭 に置 き 「記事範囲」に沿って記事が埋
められていたのが,事 変後 になると中国側の事変
に対す る反応が気 になる ところ とな り,さ らに
「満州国」留学生の受 け入れ も始 まって,日 中両
国の政治外交上の対立がいっそう無視できなくな
って きたとい う事情が底辺にあるからに違いない
が,自 らに律 していたはずの約束 を思わず破って
しまっている記事が次第に登場するのである。特





をまとめて(あ るいは,さ らに資料を補充 して)
単行本の形で出版 したものに,以 下のようなもの
がある。








となってい る。1版 は昭和2年 刊,18版 は
昭和19年 刊 を指す。
『中華 民 国留 日学 務規程 及概況 』,昭 和9
年,12年 の2度 発行。
実藤恵秀 『中国 人 日本 留学 史稿』,昭 和14
年刊 。




ていたものだか ら,そ の時期の留学生の実態 を知
る上で,又 その時期の受 け入れ側の 日本の実態を
知る上で,こ の雑誌に載った各種の記事や統計は











目次を載せるに際 しての2,3の ことわ りを記 してお く。基本的には各号に載る目次に拠 ったが,号 によって精粗
の差があって,大 きい見出 しを載せ るのみで小 さい見出 しは載せていないものがあり,1頁 足 らずあるいは数行だ
けの記事の見出 しを載せていないものもあったので,そ れらを気づ く限 りで載せることとした。また,目 次の見出
しと本文中の見出 しに表現の異同がある場合は本文の方を採用 した。原文のひらがなを新仮名遣いに,漢 字の旧字
体を新字体に改めた。なお,目 次 をこのような形で整理するに当たって,同 僚の孫安石氏,中 国言語文化修士修了
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年頭所感 同仁会理事 小野得一郎 5
太陽を旗章とする民族に望む 貴族院議員 坂西利八郎 7
新年 中華民国留学生監督 姜碕 10
庚午年頭の辞 東亜高等予備学校学監 三輪田輪三 11
年頭所感 東亜高等予備学校 三戸勝亮 13
13
隣邦に建設的人材出でよ 前東亜同文書院教授 清水董三 15
中華民国の新年と日本の新年 東亜高等予備学校教頭 松本亀次郎 18
支那の菊譜に顕るる我が白菊 支那時報社長 水野梅暁 25




菅原是善 福 田福一一郎 67
支那近三百年来の四大思想家(続) 北平大学教授 胡適 79
正月と新年行事の起源 文学士 松永速雄 87
呉昌碩翁追薦雅会 東亜同文書院教授 山田岳陽 90
扶桑夢(華 文) 湖北省 帥雲風 100
他郷の新年 広東省 林東峯 104
















漢代儒教の特色 文学博士 津田左右吉 3
科学 を貫いて宗教へ 工学博士 田中龍夫 22
花血濃東亜の歌 児玉花外 32
マキアヴァリズムの剖検 東譲三郎 39
中日親和の要諦 東亜同文書院教授 坂本義孝 57
我等は何 を為すべ きか 謳覚真 61
日華学会の御隆盛を祝して 営口商業学校長 三田村源次 63














東洋文化史上における仏教の地位 文学博士 高楠順次郎 3
カイザ リングの眼に映 じたる支那 法学士 口田安信 10
マキアヴェリズムの剖検 東譲三郎 27
若 き緑は燃える 児玉花外 36
「佃作法與自作農創定法」「中欧諸国土地
制度及土地政策」 九州帝大教授 農学博士 沢村康 38






口絵 1930年 北平師範第14班 教育参観団
広東ボーイスカウ ト徒歩旅行団
巻頭言 1
東洋文化史上に於ける仏教の地位 文学博士 高楠順次郎 2
文化事業の意義に就て 外務省文化事業部第一課長 三枝茂智 10
黄彙の開宗を論 じて日華提携の真諦に
及ぶ 大東文化学院教授 田中逸平 16
現代哲学の傾向 佐藤慶二 29
マキアヴェリズムの培検(承 前) 東譲三郎 38
朝鮮産 「薬酒」「濁酒」 と支那産 「紹興
酒」 との関係 農学博士 山崎百治 49
留 日 「時代相」雑感 諜覚真 53
夏の南北長吟短唱 児玉花外 5s













東洋文化史に於ける仏教の地位(其 の三) 文学博士 高楠順次郎 17
カイザアリンクの眼に映 じたる支那 漢門 口田安信 39
芸術の哲学的研究と芸術上の天才 池上周二 47
科学の国支那の再見 山本鼎 5x














カイザア リングの眼に映 じたる支那 口田安信 23
支那の美術 に就いて 速水一孔 38
雲と石の賦 児玉花外 70
古史瓢微(其 の二)(華 文) 中華民国国立中央大学教授 蒙文通 76










カイザアリングの眼に映 じたる支那 口田安信 24
東京を訪れて 朝陽大学、中国大大学、女
子師範大学、北平大学講師 方英正 35
古史甑微(其 の三)(華 文) 中華民国国立中央大学教授 蒙文通 41































間歩柏崎山阿忽異常豪雨鉦風数時未巳 文学士 郭深沢 52
鎌倉懐 古、江島、日光華厳爆布、乗汽車


















新年の辞 日華学会会長侯爵 細川護立 3
現在思想の特質と将来に於ける展望 香原一勢 7
支那回教 と五教合同運動の一瞥 田中逸平 16
維新志士の風格 横山健堂 32
我国上古に於ける日華通交に就いて 水野梅暁 43
文芸漢詩 東遊行 黄元友 53
感隈、感時壊古 李治民 54
中秋既望同鏡塘歩月 彰秋薄 54
告別之辞(華 文) 王克仁 55
南米線新造快輪平洋丸(華 文) 日本郵船公司船客課長 永島義治 57
明大横田学長中華視察記 明治大学講師中華留学生係 師尾源蔵 60













国際政治の指導原理と東洋哲学 其二 藤沢親雄 3
渋沢栄一翁之人生観 黄明訳 29
我国上古 に於 ける日華通交に就いて 水野梅暁 32
支那における日本研究 山崎百治 41
「我」に反るまで 本田義成 60
水仙花(七 律四首) 李 皐 70
彙報 中華民国教育部最近の事業報告(二)(訳文) 71
金沢通信 第四高等学校 沈学源 72



































第八高等学校之沿革及其現状 第八高等学校 朱慶儒 63
京都 京都帝国大学 易希陶 64
仙台 仙台高等工業 劉雲山 65
赴米田實博士教授、同夫人招待明大中
国卒業生宴会代表諸同学致詞 明治大学 李治民 66
神戸 の一 日(昭 和5年12月30日 旅行 日




































消息 京都 京大 易希陶 90
北海道 北海道帝大工科 何純鴻 91
千葉 千葉医大 王烈 92
鹿児島 鹿児島高等農林学校 王明啓 94
第一回日華学生連合 ピクニ ック 94
日華学会寄宿舎学生表 9s
第23号 昭和6月5月1日 発行
若き日華学生の握手 東京基督教青年会総主事 斎藤惣一 1
我国上古に於ける日華交通 に就いて 水野梅暁 5
鉄道修学旅行記 鉄道教習所 周換文 12
九州 九州帝大 高 敏 22
若葉 と亜洲の空(詩) 児玉花外 24
漢詩
春柳 春草 李衡皐 26
感懐 偶感 常静仁 27














悼陳君策華逝世 東京医専 周樹森 49
大阪より 浪速高等学校 朱江戸 50
興津より 園芸試験場 陳文進 50











































有感(漢 詩) 銭魯民 21
山口雁信 山ロ高師 劉翰魁 22














留学便 り 厳賓尭 36
















魏志に現れたる古代 日本に就いて 商大学生 姜文濤 1
















成城玉川両学園参観記 東京高師 王維常 1









































東京と北平 との暑 さ 予三班 趙換章 3s
夏休み 専修科 劉鴻忠
夏休み 同 顧徳増
夏休みを如何に過 したか 同 胡樹桐
卒業生名表
消夏団状況 50
消息 所感 京都帝大 IST生 52
第29号 昭和6年11月15日 発行
支那の建築について 伊東忠太 1




学生作品 中華国民 専修科 趙換章



























































年頭の所感 外務省文化事業部長 坪上貞二 1
新春の所感、日華の交通について 水野梅暁 2
新春に寄す、日支学程連絡について 東亜高等学校予備学監 三輪田輪三 s
日華学会在精神界給吾人的援助(華 文) 中華留日基督教青年会総
幹事 馬伯援 9















読 「日本全国小学教員会要訊」後感 予科第一班 陳東帆 32
机の上 予科第三班 石樺 33
私の家 同 段南奎 33
私の家 同 林穀年 34
私の うち 同 林鰻栄 34
悲哀漫談 予科第一班 伝源 34
冬の 日に郷里を懐憶する 同 陳東帆 35
随筆 専修科 陳益希 36
進取 同 趙換章 37




中国倫理思想について(一) 日本大学社会科学生 陳鴻年 1




















































学生作品 洪水 専修科 陳漢晃
盲目の予言者 と風捕 りの女 同 陳益希
読書の楽しみ 同 趙喚章
偶感 同 陳漢晃
















対外文化運動(華 文〉 法学博士 三枝義智 1
中国倫理思想に就いて(三) 日本大学社会科学生 陳鴻年 8












日本の新年の風俗 予科第三班 林穀年 29


























































































































































































































花 本科生 梁鴻富 83
東京へ 本科生 牟新隆 84
渡日後半年を顧みて 専二 陳光睡 85
日本の春 専二 岳朝相 85
日本の春 専二 徐維暖 85
日記一束 専 一 ノ ー 楊凡 86






























初度訪富士(華 文) 韓通仙 43























































病気の苦しみ 専修科二の二 挑大本 58
旅行 専修科二の二 黄泰錦
日光遊記 本科 王一青 ・夏伝
扮 ・梁鴻富
文苑 苔零会啓事 徐光達 56
焚影曲 和S姉 原韻 附録S姉 原韻
寄S姉 釈疑 K・T 64











楊家酪著 『図書年鑑』について 実藤恵秀 25
スパルタ的及アテナ的教育 東京高師文科 曹先錫 32
東亜学校
学生作品 雪 専修科第三期 李祥麟 37
雪 同 徐維暖 37
冬 同 楊哲民 38





























弁理留東学務的基本条件(華 文) 駐日留学生監督 周憲文 1
周憲文先生略歴 2
36














































































日華図書館の必要 早稲田大学 実藤恵秀 1










































文苑 函嶺行句抄 東亜学校 高仲 高円 52
日華学会役員移動 23













































本会事業の現況 日華学会常務理事 砂田実 1
江南の経済史的考察 早稲田大学教授 清水泰次 4
中華留学生の入学に就き日本教育当局
に望む 張清鑑 28
従日本文化説到中国文化(華 文) 曾今可 31
日本語学習の十則 東亜学校教頭 山根藤七 33
中国教育界 支那の外国留学と大学院 任鴻篤 36
















漢詩 乙亥元旦 竹隣庵主人 礼後子
桜花四絶序 東亜学校 李杏宜 32











日支女子大学生の比較 九州帝大法文卒業 朱毅如 20
































贈竹鄭庵主人 東 史 56
覆剣南集 弾赦 46
我国(満 州)の 住宅の改良について 日本女子大家政学部 干博敏 56
僕等の恋愛観 東亜学校学生 57






































文苑 題画 弾赦 43
題翫濤閣 東 史 43
鶴峰松本先生古希寿莚、聴郭沫若先生易
談記感、其他九首 高田礼後 43













































































































































































「言語学」 と 「言文学」 魚返善雄 10





























































































中国の日本留学史稿(二 〉 実藤恵秀 1














鎌倉に旅行 して 同 宋越倫













































中国人日本留学史稿(三) 早高教授 実藤恵秀 1






科)昭 和12年2月 末現在の諸表(学 級
別、省別)、 学監交迭
私の書籍観 第三期 周大勇 29
お月見に因んで 同 梁景d 30
50
農業と工業 高等科 呉元炊 31































































































中国人日本留学史稿(五) 早高教授 実藤恵秀 1






























































中国人日本留学史稿(六) 早高教授 実藤恵秀 1





























































学校消 息一燕 大、 中院、輔大、平 中、五




























事変後の北京文化界の現状 北京 神谷正男 1




























日本へ来てからの色々 東亜学校二期一班 厳希傑 47
第67号 昭和13年3月31日 発行

































































































江の島行 第一期第一斑 劉光鑑 65
江の島行 同 王暉華 66
見学旅行に行き建長寺を見ての感想 高等科 王溝塵 67



























































中国青年学徒各位に告ぐ 日華学会理事 砂田実 1
中国 中華民国駐日弁事処長 孫`B 4












































方針 維新政府教育部長 陳華 1




































































学生調査表(昭 和14年3月31日 調) 42














































































文苑 日光(張 硯鋪)、 日光旅行記(史 奎)、
私の旧友(陳 朝 華)、 日光方面修学旅行













































































































































































































































私の志望 第一期第三斑 陳国相 52
秋の遠足 同 荘競飴 53
箱根遠足記 正科第二期第一斑 黄晋禧 54
箱根旅行記 夜間講習普通班 解錦雲 55
自己の抱負を故郷の先輩に告げる文 正科第三期 徐益三 56
















青年学徒に告 ぐ 国立中央大学学長 奨仲雲 1
歌謡狸に表れた中国民衆思想(承 前) 周容 5























短歌 雑詠 瀧華川 38
東亜学校記事





































学生の作文 入学試験 東亜学校正科三期 買克明 23
春近づ く 同 黄晋禧
我が故郷 同 高履泰
私の住居 同 畢華明
























日本文化の性格 東京帝大文学部長 今井登志喜 6
日本道徳 北京女子師範学院講師 郭;,.瀞 17
留学生に対する日本語教授 東亜学校教授 有賀憲三 33





















日本文化與中国文化(華 文) 北京師範学院 梁盛志 20
日本文化の特質 楊覚勇 30


















































日本の夫婦 東京帝大法学部長 穂積重遠 1














米国 「東亜政策」の歴史的回顧(二) 藤田重行 6





文苑 六義園遊記 水産講習所学生 陳霊秀 38
東亜学校時代の生活 慈恵会医科大予科学生 伯縷 40
鎌倉江ノ島見学 東亜学校高等科学生 張仁屏 42


















梅博士と注精衛 本会評議員 竹内義一 1
米国 「東亜政策」の歴史的回顧(三) 藤田重行 13
鶴の草紙、蛤の草紙 角川源義 20
75



















米国 「東亜政策」の歴史的回顧(四) 藤田重行 10





















留学生佳話 千 田 九 一一 33
悼亡友邸意(華 文) 陳霊秀 36
秋季の入学状況 38

















































中華民国の食糧問題に関する二三の考察 東京帝大名誉教授 佐藤寛次 1
日本の科学の歴史 東亜学校高等科講師 湯浅明 16













東洋 に於ける化学発達の経路につ きて 岡宗次郎 20





本誌発行 につきて 編輯室 40
東亜学校記事 正科記事、正科省別、班別在籍表 44
第97回 昭和20年10月25日 発行
中国文化の再認識 東京帝大教授 宇野円空 1
昭和19年 度秋季入学紹介調査表 教育部 20
日華学会記事 中華民国留日学生会第4回 総会 24
留学生夏季錬成
日華協会の設立と本会の合流
学会日誌
東亜学校記事 正科記事、正科省別、班別在籍表 33
78
